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  本研究は、性格を記述する擬態語（例：さっぱりし

た人、ほんわかした人）に着目し、その意味や理解の

過程を明らかにし、擬態語という観点から日本におけ

る性格認知とコミュニケーションの特徴について理論

的総括を行うことを目的とする。 

 そのため、１）擬態語性格尺度（小松ら, 2012）によ

る 6つの擬態語群、特にビッグファイブと呼ばれる性

格の5次元とは関連が低く、擬態語による性格記述で

特徴的な3つの擬態語群（緩やかさ・淡白さ・軽薄さ）

の意味を、他概念との関連から明確化する。２）性格

という概念が顕わになる日常の行動事例を収集し、

性格認知の手がかりや認知過程を明らかにする。３）

異なる文化的背景を持つ人々の、擬態語による性格

記述の理解度や理解過程を調べ、性格認知に影響

する要因を検討する。 

 これらの成果をもとに、文化的観点を含め、擬態語

による性格認知とコミュニケーションの特徴について

理論的総括を行う。 
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